
アジェンダ 3　がんの再発を先制する MEMO

　がんは生活習慣病のひとつであり、その発生には免疫機能の低下をはじめ様々な原因が知られています。従って再発を先制
するためには、がんを取り除くだけではなく発生原因へのアプローチが必須です。

　今回は、さまざまな発生要因の中で、環境中の電磁波の影響について考察したいと思います。人類はもともと太陽をはじめ
宇宙から電磁波を浴びており、長い時間をかけて適応してきた歴史があります。しかし、文明の発展に伴い人間が作り出した
低エネルギーの非電離電磁波は生活を豊かにする一方で、その急激な増加は生態系に様々な影響を与えています。これらには
家電や高電圧線からの生ずる低周波による帯電から起こる間接的影響と、Wi-Fi や携帯電話から受ける高周波による直接的な
影響が知られています。そして低周波による帯電は、血流の低下や筋収縮、交感神経刺激を引き起こし、だるい、疲れやすい、
手足の冷え、目の疲れ、肩こり、不眠、食いしばりなどさまざまな症状を引き起こし、高周波は直接、脳に働き、腫瘍や発達
障害などの影響を及ぼすことが言われています。
これらに対する対策として発生源を取り除くことは難しいものの、身体への被曝を軽減するアーシングやノイズの除去がとて
も有効です。

　日常の電磁波の問題について理解し対策を行う事は、日常生活の QOL を上げるだけでなく、がんをはじめ多くの病気の治
療につながると考えています。
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